
27. 鉄 鋼 製

lRON AND STEEL PRODUCTS

日立金属工業株式会社の鉄鋼製晶は34年に引続く鉄鋼

況,関連産業の

況を員した｡

●

忙に伴い需要は増加の一途を辿り,生産もまた‡.†

これらの需要増加に応じて各工場共設肺の拡充を図り,特に安

工場においてほ,海綿鉄の製造をスエーデンS,K.B祉との技術提

携により,その設備に着手するとともに,真空鋳造設備に引続き,

真空熔解設備せ完成し,高級鋼製造に力をおく安来二｢場に,さらに

威力を加えることとなった｡

若松工場では25t傾注式反射炉2其の増設が行われるとともに,

電気焼鈍炉の大増設を行いロール月産2,500tの設備を完成した｡

その外,深川工場のアルミ令金鋳物は,35年度においてもその設備

増強に力を注ぎ,各方面の需要を開拓し,短時日でアルミ丁場の帖

容と態勢を完備してきたが,激化する競争に備えて,さらに増強計

画が進められている｡

35年度製品中注目すべきものとLては,ダクタイルロー/し,アダ

マイトロールの改良を計った外,十条製紙納め274インチのわが国

最大のカレンダーロールの製造に成功し,また軽量形鋼用ロールも

原料より製品までの一貫作 による徹底した品質管理による優秀

性,特にその耐摩耗性は積めて好

さらに前年の新

を博した｡

品であるポリエチレン管用マレブル継手,およ

びマレブルバルブも好評で,ますますその需要を拡大しつつある｡

ヤスキハガネほ工具鋼では継手とともに質量ともに全国第→位で

あるが,小形圧延機の稼動により本格的な特殊鋼線材の生産を開始

し,構造用鋼,特殊用 鋼の増産態勢も整い,需要増大に備えて大

きく歩を進めることとなった｡

27.1異心可鍛鋳鉄製品

27･】･】自 動車部品

わが国自動車工業界は35年度に引き続いて目ざまい､発展を続け

ているが,反面業界内での競争も一段と激しさを増し,原価の低減,

新中の発

コニ

,たど苓メーカーにて強力に進められてきた｡日立金成
株式会社ではこうした各メーカーの要求せ たすため多年の経

験と不断の研究によって材矧まもとより,複雑な形状でLかも寸法

精度のよい黒心可鍛鋳鉄製品を大呂如こ生花Lている｡

日立金属工業株式会社では盟心可鍛鋳鉄粗材を自動車メーカーに

納入するのみでなく,加工,組立をして,メーカーの組立ラインで

ただちに組立られる製品をも納入している｡

舞1図に日動車部品の新しい製品の一例を示す｡

また第2図に示す前輪ささえは排気量500cc,20馬力の国民車級

に使用されるもので,実車に取付けた状態を弟3図に示す｡本革の

懸米方式は独特のトレーニング･ロッカーアーム式を採用している

ため,1個の部品で(1)緩衝バネを保持L中をささえる(2)串がバ

ウソドする場合のストリッパ部を持つ,(3)ハンドルに連結したか

じ取りのタイロッド部を持つ,(4)かじ取り角度のストソパ部など

の機能をあわせもっている｡

この重要保安部品である前輪ささえは完全な管理下において製作

され,全数について治具による寸法検査および 光磁気探傷検査が

実施され,まったく完備された量産態勢下において品質が保証され

∴∴､

27.l.2 8印可鍛鋳鉄製ネジ込形排水管継手

(8印可鍛鋳鉄製ドレネジ継手)

ロ

ロロ

第1同 盟心可鍛鋳鉄製自動車部品の一例

第2図 前輪ささえ

第3岡 実車に取付けた前輪ささえ

8印可鍛銑鉄闇ドレネジ継手は可鍛鋳鉄の特性がいかされて強

く,ネジが正しく,耐食性のよい特長があるたが),年々

している｡

要が増加

8印可鍛鋳鉄製ドレネジ継丁ほJIS B2303可鍛鋳鉄製ネジ込形

排水管継手によって製作しているが,このJISに規定された品種以

外の排水管列に使用される継手数をも生産している｡第4図に新し

い品櫨の製品を示す｡

タッカソケットはビニル管と鋼管との接続に使用されるものであ

る｡

27.1.3 特殊管継手

ロングスクリュ管継手ほ,平行ネジを有する伸縮性ある特殊管継

子であって,配管工事に非常に便利であると好評を得ているが,昭
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3方径違イYT 450L タッカソケット

第4因 果心可鍛鋳鉄製ドレネジ継手

和35年度においてさらに二桂

る｡

の新形式を販売したので次に紹介す

(1)スリーブ什ロングスクリュ

現在のロングスクリュの主要需要はガス西部守である｡最近の

路交通量の激増ほ必然的に埋設ガス管に対する荷和削口を招き,

道路補修が不完全な場合には衝撃荷重が加わることになる｡この

際埋設ガス管が破損する恐れのある部分は,ガス管と管継手のつ

なぎ目である｡したがってこの部分をじょうぶにするためスリー

ブをはめたのが本品であり,継手とガス管の気密性は従来通f)テ

ーパネジで確保している｡第5図にスリーブ付ロングスクリュの

寸法表を示す｡

(2)枝管付ロングスクリュ

大阪瓦斯株式会社では継手の軽量化と工事の簡略化をはかるた

め,枝管付ロソブスクリュを採用された｡これには 径および違

径のものがあり一般用管継手のチ一に相当L,地巾埋設管からの

枝管とり出しに利用されている｡これに加え,伸師性あるソケッ

トといえる小径のロングスクリュも採用された｡標準形に比し内

径が小さく,圧力損失は多少増すと考えられるが,継手の外径が

小さいため外観が良く,屋内での使用に適している｡第d図に小

径のロングスクリュの一例を示した｡

27･l･4 8印黒心可鍛鋳鉄製管継手

最近の技術革新の急速な発展にともない,産 の繁栄と都市の膨

脹ほ加速度的に伸びてきた｡これに応えて,50年の歴史をもつ8印

黒心可鍛鋳鉄製管継手は,すぐれた技術とたゆまぬ研究とにより,

品質の面ばかりでなく生産量においても一段の飛躍をするとともに

アメリカを始め世界各l司への輸Ⅲも脈調に伸びている｡

新製品としては,保護スリーブ付ソケットが呼び現から2までの

各サイズについて 作され,軒下東京ガス株式会社ならびに東邦ガ

ス株式会社(名古屋)に納めて好評を博している｡これはソケット

ばかりでなく,保護スリーブ付 手として他品種にもこの考えを及

ぼすべく準備中である｡また従来の90度エルボのほかに60度,30度

および15度の三種が発売されたほか,重量で約40%軽く,しかも

強度的には変りない軽量ブラスシートユニオンが造られた｡ユニオ

ンの軽量化はJISにもとり入れられたので,今後軽量形のユニオン

は国内にも本格的に出回る予定である｡

27･l･5 8印ポリエチレン管用可鍛鋳鉄製管継手

最近,化学工 あるいは水道などにもポリエチレン砕が配管の-･･

部に使用されるようになったが,これらの継手とLてa印ポリェチ

レソ管用可鍛鋳鉄 管継手が生産され,好評を博している｡その品種

は構造的には,テーパ式とテーパコア一式およびつば返L式などで

あるが,呼び号如､ら5までの行サイズにわたって製作されている｡

己拝位mm

1

257

268

187

第5図 スリープ付ロングスクリュ

第6図 小径のロソグスクリュ

第71瑚 60度,30度,15度エルポ

27･】･る 8印可鍛鋳鉄製バルブ,コック

凸印バルブ,コックとしては従来から

凸印青銅 10kgノ′七m2 ネジ込み宝形弁

凸印青銅 51くg′･･′cn12 ネジ込み玉形弁

凸印#釦 10kgノ′′cm2 ネジ込み仕切弁
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第10凶 日立高力可鍛鋳鉄の生産量推移

凸印青銅 5kg/cm2

凸印可鍛鋳鉄製10kg/cm2

凸印可鍛鋳鉄製10kg/cm2

の合計6桂が生産されていたが,

ネジ込み仕切弁

ネジ込みグランドコック

ネジ込みメインコック

鋳 バルブに代るものとして,凸

印可鍛鋳鉄製20kg/cm2玉形弁の生産は順調に伸び,蒸気配管その

他に使用され好評を博している｡

このバルブはJISの鋳鋼バルブに準拠して設計されたもので,表

示圧力は20kg/cm2,本位は黒心可鍛鋳鉄を使い,内部の主要部分

にステソレス鋼を,弁座面にはステライトを熔着した耐久度のきわ

めて高い高級バルブで,ネジ込形とフランジ形があり,フランジ形の

呼び70%以上はヨーク式となっている｡またサイズは呼び100ま■

でであったものを160まで拡大され,さらに200まで生産の予定で

ある｡

凸印可鍛鋳鉄製バルブは次第にその真価が各方面で認められ,そ

の需要も日とともに拡大しつつあるが, 1二場から数百桐

に及ぶ受注を得ている｡

また可鍛鋳鉄製バルブの使用温度範囲は,ボイラ規格そのほかで

2300Cまでとされていたが,品質の向上により,350〇Cまでに改定さ

れた｡

なおグランドコックほ新形が生産されたが,改良された主な∴■封£

ダラソドの内側にグリスを詰め,さび止めと潤滑をかねさせるよう

にしたこと,およびハソドルの材質を可鍛鋳鉄 にして,従 の鉄

し,形状をスマートにして使いやすくした点である｡

27.2 高力可破鏡鉄製品

27.2.1自動車部品

目動串工業の発展とともに,各部品ほ耐摩耗性の向上,原価の低

減および軽量化が考えられ,適応した材料として飛躍的に需要の増

加したのが日立高力可鍛鋳鉄である｡弟10図は日立金属工 株ぺ

会社における近年の生産量を示し,弟11図はその代表的な自動車

部品を示す｡今後ますます日立高力可鍛 鉄の需要ほ増加するもの

と予想されるので,昭和35年初頭の設術増強に引続き,さらに新設備

を拡張坤で量産態勢は一段と強化充実されつつある｡

27.2.2 焼結機用グレートバー

焼 枚用グレートバーは熱間で佐用されるため繰り返し加熱,冷

却により成長せず,仙りが発作せず,酸化にユる消柾が少くて,折

損防止のため機械的件質がすぐれていろことが必要てある.､往ぺ1

り低ニッケル鋳鉄,マレブルまたはダクタイル銑鉄で製作されてい

るが,今阿川立高力可鍛鋳鉄のすぐれた講性質がi乙肘)らか･,弟12図

に示すグレートバーを大量に受注,完納した｡
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打‡11図 ノこ形ト

ギヤーシフト

ラック用ディフ7レンシヤルギ~㌣-ケース

ホーク,フロント ヨーク

第12図 たり川▲鍛鋳鉄製焼結機用グレートノミー

/㌻後よすます高力可鍛腐鉄品の需要が増加するものと予想され,

言馴′建モの向上を鋭意研究中である｡

27.3 アルミニウム合金鋳物

アル ニウム合金 物は砂型,金型,シェル塑,およびダイカス

トとそれぞれの鋳物の特性に応じた鋳造方法によって作られている

が,近年その軽量,美観,加工容易という特性とともに材質,製造

法,およびその管郎の確立によって,高級鋳鉄に匹敵する強度が保

託されるようになり,近代産 の量産品の鋳物部品として需要は急

漱に増加している｡

すなわち砂型,金型,シェル型鋳造用アル 合金では 処理後の

すく､､Jtた機有鋸勺性質が再認識され,鋳物用アルミ合金を鋳放しで使

川するたゼ)の低強度の観念から脱皮し,焼入焼戻しの熱処矧こよる

高級鈴蘭且もしのぐ高頻度の材質を使用することにより車両関係の

鋳物としても需要な拡大している｡

またアルミ合金ダイカスト品においてもダイカストマシソの性能

の向上とともに多量生産での材質の均一と,その強度の保証がされ
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第13図[】立遇共晶Al-Si合金の高温強度
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ている｡日立金属工 株式会社深川工場でほ亜0,25n,150tのコ

ールドチャソバー,横形の新鋭ダイカストてシンにより,各種のアル

ミ介金ダイカスト品の需要に応ずるとともに,今後ますます大形化

してくる製品の需要に応ずるべく,さらに大形のダイカストマシン

設置を進めている｡またピストン鋳造機によるアル

の鋳造も行っている｡

27.3.1アルジルピストン

合金ピストン

二輪車用アルミ合金ピストン材ほ近年過共晶Al-Si含金が採用さ

れてきた｡日立過共晶Al-Si合金の高温強度はヨーロッパの同系材

質に比してすぐれ,アルコア社から発表されているキスリングのテ

一夕に匹敵する成績をあげている｡

舞13図に高温強度成績と,また舞14図に顕微鏡組織をノjけ｡

27.3.2 自動車保安部品のダイカスト品

弟】5図にホしたロッカーシャフトブラケット,ブレーキ用アジ

ャスターハウジングほ,甘動申保安部品であるので,材質の保証が

特に要求されるものである｡

これら保安部晶のダイカスト化は,適正なる金型力案とともに製

造工程の十分なる管理によってはじめて可能なもので,このため,

材料の選定,熔解,鋳造の作 管理および鋳造ロットごとの製造の

管理を実施し,効果をあげている｡

27.4 ダクタイル鋳鉄品

27.4.1クランクシャフト

上,

造クラソクシャフトは鍛造品に比L蘭度的におとることがない

特に加工費が節減できることから欧米をこおいては自動申用とし

々的に使用されている｡日立金 工業株式会社においても早く

から材質,製造法につき研究を行い,昭和33年よF)量産を開始し

た｡単気筒,2気筒,4気筒用鋳造クラソクシャフトはすでに紹介

したが今伯6気筒クランクシャフトの実用生

本品は日立DCI55により

に成功した｡

作され,中空形で油孔はパイプ鋳込

みとし,軽く,剛性が強く,寸法精度が高い｡なおクランクシャフト

材として日立高カマレプルでも生産Lており形状用途により使いわ

けられる｡

27･4･2 過給横用インベラインデューサ

舶用ディーゼルエンジンの過給機に用いられる｡日立DCI45に

よる一体鋳造品である｡空気の流れを正しく誘導するため羽捌_日面

の形状ならびにピッチの精度が高十ことが要求されるが,十分これ

を満足し好評を得ている｡

27.5 鋳 鋼
[コ

ロ口

27･5･1ジープ用前輪支持部品

仕上代が少いということで,鋳鋼,抒-が取払_抒,の分野に進糾するよ

うになったが,弟18図のトラニオンソケットはその例である｡弟

19図のナックルフランジとともに,ジープ前輪支持に用いられ,

第14図 日立遇共晶Al-Si合金の麒徽錨組織(X130)

第15園 丁ル ダイカストによるj′l動車保安部晶

雛16撞15気筒中空形DCIクランクシャフト

第17周 過給機川イ

ンベライ ンデューサ

外周行当65mnl,重是30kg

路†l和一FJの衝撃に耐えることが要求される｡Lたがって圭聖邪品に

は欠l細工許されず,Ⅹ鋸透通により倹悍が行わJtる｡

27.d 鍛 鋼

27･d･l高圧給水加熱器用水室

火力発電所の大形化に伴い,ボイラ用各種鍛銅品も次第に大形に

なると同時に,高度の品質を設計ヒ要求されている｡

木水宝は,｢]増をした形状で特に製品の･一番重要な部分である内

航郁に材料欠陥が発′一三しやすい｡口立製作所水戸工場でほ特殊な鍛

造法を採Jl]し,

した｡

二▼一り几ヱ
什槌を十分満足する他社に誇りうる 品を完成
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弟20図に機械仕上後染色凍傷訳

27.る.2 圧延機用部品

を行った状況を示す｡

国内向けとして富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納,

銅品を始め,輸出品として各業界がミ~‡三日している

圧延機用各種鍛

鉄所納大

形圧延機用部品の鍛銅品を多数製造した｡策21図にミナス製鉄所

納D.C.M用の大形シャフトを示す｡使用鋼塊ほ65tの大形真窄

鋳造鋼塊で,きわめて良好な成続を得た｡

27.る.3 船舶用部品

船舶関係では中間軌 推進軸およびディーゼルエンジン用クロス

ヘッド(弟22図)などを製造Lた｡

このほか火力発 用タービンロータシャフト,水中発電機用各種

鍛銅品,車両用部品な

即された作

日立金属工

たが,新鋭設備のき~占用と十分管

L,いずれも俊秀な成績を得た｢

27.7

株式会社安

特 殊 鋼

I二場では最近新鋭設備を充実L,l用捨

地方特産の砂鉄系原料･鉄を基にして高級特殊鋼,ことに高速度銅,

ダイス鋼,刃物鋼そのほかの工具鋼を主体とし,さらにf-tl動申,航

空機,舶用などの機械構造用合金鋼や耐熱鋼,ステンレス鋼および

軸受鋼のほか,二次加二L朴を製造している｡

なお,絶えざる研究により品質の改良,新製品の開発に日夜努力

している｡

つぎに昭和35年度において,開発された新製品の一部をここに紹

第22岡 三菱日本重1業横浜造嚇所納舶用

ディーゼルエソジン用クロスヘッド

介する｡

27.7.18clフェライト磁石について

第二次大戦以後の磁ポの進歩は著しく,用 もひらけ各業界から

のよりよい磁前に対する要望が高まっている｡ここ数年来日立金属
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産および

工場においても磁石手材の磁性の改薫,新品種の見

備の合理化を強力にすすめ,新たに奥方性Baフェライ

ト磁石を独特の方法で量産化することに成功した｡

このBaフェライト磁石は六方晶系に属し,そのC軸万1如こ細長

い結晶であって,C軸を磁化方向にそろえた磁石を作ると減磁曲線

が角形となり,エネルギー積も等方性フェライト磁石の3～4倍の

ものが得られるようになった｡磁気特性および機械的性質を弟l表

に,減磁曲線を策23図に示す｡

YFMrlはBrが高くエネルギー積も大きいので,鋳造磁石YCM

-1と同様パーミアンス係数の大きい用途,スピーカ,受話揖などに

利用される｡スピーカ用として用いる場合の推奨される形状を舞2

表に示す｡磁気回路は外磁形とし,従来の鋳造磁石による磁気回路

と径はほぼ同じで,高さが兢～兢になる特色をもつ｡

YFM-2はHcが2,0000e前後で量産されている磁石のなかでも

っとも大きく,パーミアンス係数が小さく,減磁作用の働く用途,
磁気チャック,磁気選別枚,ドア磁石などに適する｡磁石断面がわ

ずかに12mmx20mmにて20mm画に広く1,000G

ゝ
ヘ
ノ

ー∨と

場を発生させることができる｡また特色ある組磁石により弟24図

に示すような,密着時に強い吸引力をもつもの,はなれたところで

強い吸引力をもつものの二程を特長づけることができる｡

YFM-3は等方性Baフェライト磁石であって,減磁曲線が直線

であり,かつ/LrがBr/Hcに近いため,着磁ののち磁気恒1路を組立

てもなんら支障のない唯一の磁石であって,磁気回路組立後の着磁

が国難な玩具や小形器機に適している｡

+`〉 --~一 品形状を第25図に示す｡図にホされるように凹形,

凸形その他の異形のものや,穴あけ加工も可能である.〕

27.7.2 新コールドホビング型鋼YCHlおよびYCH2について

合成樹脂用型鋼として一般にはSCおよびSK鋼が使用されてい

ることは周知のとおりである｡

近時能率的に各種合成樹脂用塑を成型するためにコールドホビソ

グ法が広く採用されるに至った｡この型は特にピンホールのごとき

極微紳なきずも存在を許さないうえ沫絞り性がすぐれていることが

絶対条件である｡また各型のショット数も漸次増加してきたので従

来の前記型鋼では 足ができず高級な型鋼が要求されるに至った｡

これらを満足するものとして,ここに紹介する新コールドホビソ

グ鋼は砂鉄系原料鉄を基にして特殊な熔解および鋳造方法を採用し

均質にして不純物が少く,またすぐれたコールドホビソグ性を具備

させるため 処理を施してある｡弟3表にこれが化学成分

ノ 〃

吸引碩との距離rノ野刀)

第24図 ドア用組磁むの吸引ノブ特性

(YFM-2の応用)

第1表 日立金属工業株式会祉安来⊥二場製Baフェライト

磁石の諸性質

注:1.～の範囲は磁石形状により多少異なるため範囲として示した｡

2.抗抗力の測定はMPA規格(支点間距離20mm)による｡

第23図 フェライト磁石の滅磁曲線

第2表 スピーカ用YFM-1の推奨形状

フェライト磁石形状

¢ ¢
66×32×7

62×30×7

50×24×7

45×18×7

36×16.5×5

30×15.5×5

血

ギャップ磁束(mw)lYCM-1-D鋳造磁石相当形状

19,500

17,500

16,500

14,500

11,000

9,000

¢
25×20

25×15

20x15

18×15

18x13

13.5×11

洋:ギャップは13.9対×14.45¢×4.5t間の全磁束

第25図 フ ェ ラ イト 磁 石 の 製‥品 例
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を示す｡

これらの型材ほ成型後浸炭して使うが,その浸 浸と度温

の関係を弟26図に示す｡YCHlはYCH2に比し浸炭性は良好で

ある｡

穐の焼入条件は

YCHl一次焼入 850～8800C水冷

二次焼入 770～8000C水冷

YCH2
一次焼入 920～9500C油

二次焼入 890～9200C油冷またほ920～9500C空冷

その焼戻温度と硬度の関係を弟27図に示す｡上記焼入条件にて

浸炭温度をYCHlは8500C以上,YCH2は9000C以上にて硬度HRc

60以上を示す｡YCH2ほCrを5%含有しているが,深絞性を阻賀

することなく型の寿命を延長するので生産性の高い場介に適するっ

常温機媒酌明麿の一例を示すと次のとおりである｡

ぼ恩溌深慧
YCHI

YCH2

て20.7 … 35.1F

119.5
.42.9

いずれの鋼積も伸び,および絞りに大きな値を示しており深絞F)

性のすぐれていることがわかる｡

YCHlをコールドホビングした型を舞28図および第29図に示

す｡弟28図は型のと~面を,第29図は中央部縦断面をホす-)

27.7.3 新高速度鋼XVC5(高C､高∨､⊂0系)および

YXM3､YX仙5(Wへ｣Mo～Co系)について

近時工作機械の高能ヰ三化iこ伴い,

望されている｡

】;.;】切削にl耐える｣二具が強く安

日立金属二に業株式会社安来工場ではかねてよりこれら基礎的研究

を行い,さきに高Ⅴ系高速度鋼ⅩVCl～ⅩVC4を市販し好評を得

てきたが,今回さらに高性能を有する高C～高Ⅴ～Co系高速度鋼

ⅩVC5,またW～Mo～Co系 度鋼としてYXM3～YXM5な

ど教程の新製品を完成し,量産化を開始した｡これら新鋼種の特長

を述べれば次のとおりである｡

(1) 鋼原料は不純物のきわめて少い雲伯砂鉄系100%であ

る｡

(2)ⅩVC5およぴYXM3～YXM5 ともに,従来の高W系高

速度鋼に比して焼入温度が低いため,熱処理上の取扱いが比較的

容易である｡

(3)このため焼入によるオーステナイト結晶粒は微細であi),

じん性も大である｡

(4)焼戻に対する軟化抵抗が大きく,また基地に分布するかた

い炭化物と相まって耐摩耗性がきわめて大である｡

(5)さらに切削耐久力は従来の高W系高速度鋼に比して,ほる

かに大である｡

(6)弟30～35図は一例としてⅩVC5およぴYXM3の焼入組

繊,焼戻硬度および従来の高W系高速度鋼と剣

バイトによる切削性能の比較を示した｡

(7)用 は主として各槙ホブ,かッタ に用

いられ,特にⅩVC5はスロットカッタ材とし

て,すぐれた性能を示している｡第3d図は製

品の一例としてⅩVC5によるギヤーホブ,

YXM3 によるギヤーカッタおよびサイドカッ

タを示す｡

27.7.4 新しい耐熱鋼TAFについて

12%Cr耐熱鋼は6500C以下の使用温度では大

さな耐熱強度を有し,しかもオーステナイト系耐

熱鋼にくらべ熔解,高温加工が容易でかつ安価な

評 第43巻 第1号

第3表 化 学 成 分(%)

鋼 積

YCHl

YCH 2

ー一■.ト

.

■
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滅
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鴇
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第26岡 浸炭温度と浸炭深さの関係
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第27巨¥l焼戻温度と硬度の関係

第28図

ボブ形

YCHコールド

Ⅴ

0.25

第29図 YCHlコールド

ホプ形(中央部縦断面)

利点があり,この12%Cr耐熱鋼は最近ジェットエンジンおよび排

気タービン用翼車材,高圧蒸気タービン動異材,ディーゼルエンジ

ン用スーパーチャージャ用として広く使用されんとしている｡日立

金属工 株式会社安来工場でほ東京大学と協同して強力な12%Cr

耐熱鋼を発見すべく研究を行い,

Nを適当量 加するこ■とにより

このほどMo,Ⅴ,Nb,Bおよび

来にみられない強力な耐熱鋼

′

(1,2209C池焼入)

第30圃 ⅩVC5焼入組織(×420)

(1,2400C油焼入)

第31図 YXM3の焼入組織(×420)
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TAFを発見することができた｡その二三の性質を紹介する｡

TAF の も大きな特長とするところは高温強度が非常に大きい

ことである｡第37図にTAFの高温域械的性質を,舞38図にTAF

ぉよびH46(イギリスの代表的12%Cr耐熱鋼)のラブチャー強度を

示した｡また弟4表にTAFとH46の高温特性の比較を示す0図お

よび表よりわかるとおりTAFほ大きな高温強度を示している0
こ

れらのTAFの値ほオーステナイト系耐熱鋼Timkenおよび19-9

DLなどよりすぐれているものである｡

舶用および陸用ターピソロータで5000C付近の高温で使用される

場合は従来13Crおよび18-8系不銑鋼が使用されていたが,最近使

用温度が上昇してきたため,これらの材料では強度的に不十分とな

りつつあり,耐熱強度の大きいTAFが注目され需要も逐次活発化
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第37図 TAF蓑l凋の高混機械的性賢
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第36図 ⅩVC5およびYXM3による

ホブおよびカッタ製品

しつつある｡舞39図に現用TAF
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第38岡 TAF鋼およびH46の応力一時間曲線

25,0

ロータの外観を示した｡

第39図 TAFロータの外観

6.2 7.8

*

q6:引張放さkg/mm2,
g= 伸び%, R:絞り%･I:ツヤルピー衝酎直kgm/cm望




